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１．広域的な都市構造の形成 

1.1 首都圏南西部エリアにおける広域交流拠点の形成 

・リニア中央新幹線と圏央道の交点となる首都圏南西部エリアは、羽田空港や中部・近畿

圏とのアクセスが飛躍的に向上することで、ヒト、モノ等が行き交う交流拠点としての

役割が期待されている。小田急多摩線延伸は、こうした重要なエリアにおける新たな鉄

道路線として大きな意義を持つ路線である。 

・小田急多摩線延伸線が、鉄道や道路が集中して結節するリニア中央新幹線神奈川県駅（仮

称）の近傍を通り、多摩都市モノレール延伸と併せて広範なエリアを有する多摩地域と

相模原市域方面の南北方向、さらには町田市域内を結ぶことにより、リニア中央新幹線

や圏央道がもたらす効果を周辺地域へ波及させることにつながり、首都圏南西部エリア

における広域交流拠点の形成が促進される。 

・また、リニア中央新幹線神奈川県駅（仮称）が設置される橋本、大きな開発ポテンシャ

ルを持つ相模総合補給廠一部返還地、再生に向けたまちづくりが始まっている多摩ニュ

ータウンを強力にネットワークで結びつけることが、首都圏南西部エリアにおける広域

交流拠点の形成を図るうえで、大きな原動力となる。 

・さらに、相模総合補給廠一部返還地については、強固な地盤である相模原台地に位置し、

圏央道と既存道路ネットワークによる東北・北陸・関西方面等とのアクセス性にも恵ま

れており、延伸によって都県を跨いだ南北方向のアクセス性が向上し、同地区における

新たな広域防災拠点の形成が図られることによって、首都直下地震など災害時に対する

首都圏のバックアップ機能を担うことができる。 
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                                      出典：首都圏広域地方計画 

図 首都圏南西部エリアにおける広域交流拠点の形成（イメージ） 
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※リニア中央新幹線とスーパー・メガリージョン 

・リニア中央新幹線の整備は、東西大動脈の二重系化、三大都市圏の一体化、及び地域の活

性化等の意義が期待されるとともに、国土構造にも大きな変革をもたらす国家的見地に立

ったプロジェクトである。 

・リニア中央新幹線の開業により東京・大阪間は約 1 時間で結ばれ、時間的にはいわば都市

内移動に近いものとなるため、三大都市圏は一体化され、人口 7,000 万人を超える市場規

模を有する巨大経済圏となる。そして、4 つの主要国際空港、2 つの国際コンテナ戦略港

湾を共有し、世界からヒト、モノ等を引き付け、世界を先導するスーパー・メガリージョ

ンの形成が期待されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省 スーパー・メガリージョン構想検討会 中間とりまとめ参考資料 

 

図 スーパー・メガリージョン形成のイメージ 
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※圏央道の整備 

・圏央道は、都心から半径およそ 40km～60km の位置に計画された、延長約 300km の高規格

幹線道路であり、横浜、厚木、相模原、八王子、川越、つくば、成田、木更津などの都市

を連絡し、東京湾アクアライン、東京外かく環状道路などと一体となって首都圏の広域的

な幹線道路網を形成する首都圏３環状道路の、一番外側に位置する環状道路である。 

・圏央道の整備により、京浜港と後背圏との広域交通ネットワークが形成され、交通分散に

より交通混雑緩和や輸送時間短縮、定時性の向上等の物流の効率化及びリダンダンシーの

確保等が期待できるほか、沿線市町では企業や大型物流施設等の立地や生産性の向上が進

み、雇用や税収の増加に繋がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：関東地方整備局ホームページ 

図 企業立地が進む圏央道沿線 
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1.2  多様なイノベーションの創出促進 

・首都圏南西部エリアは大学、研究機関や企業、ものづくり産業などが集積していること

から、新たな産業や業務機能の集積、多様なイノベーションの創出が進む可能性を持つ

エリアである。 

・新たな産業等の集積や多様なイノベーションの創出を図るためには、小田急多摩線延伸

や多摩都市モノレール延伸などの鉄道ネットワークの強化や、南多摩尾根幹線の 4 車線

化などの道路ネットワークの強化などにより、リニア中央新幹線等の広域的な交通ネッ

トワークと地域の拠点とを結び、各拠点間の連携を促進し、交流を活性化することが必

要である。 

・特に、現在、「さがみロボット産業特区」として取組が進む神奈川県の県央・湘南地域

方面と多くの大学・研究機関等を有する多摩地域方面とを結ぶ小田急多摩線延伸線は、

両地域の連携によるさらなるイノベーション創出を生み出す重要な役割を担い、首都圏

南西部エリアの活性化に寄与する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省 第 20 回国土審議会資料（一部加工） 

図 首都圏南西部エリアにおける大学、研究機関等の集積 

小田急多摩線延伸線 
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※多摩都市モノレールの延伸 

・多摩都市モノレールは、多摩地域における相互の連携を強化し、多摩地域の南北方向の

公共交通を充実させるため、東京都と多摩都市モノレール株式会社とで整備されたもの

で、現在多摩センター駅から上北台駅間の約 16ｋｍで運行されている。 

・箱根ヶ崎、八王子、町田方面への延伸については、交通政策審議会答申において、小田

急多摩線の延伸とともに、意義のあるプロジェクトの一つとして位置づけられており、

延伸によって多摩地域を南北に結ぶ公共交通網と道路網が整備されることから、沿線地

域内外の利便性が増し、地域の魅力が向上することはもちろんのこと、都市間交流が進

み、多摩地域全体の発展に繋がることが期待されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町田市ホームページを参考として作成 

図 多摩都市モノレール及び小田急多摩線延伸図 
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※南多摩尾根幹線の４車線化 

・南多摩尾根幹線は、多摩地域の骨格を成す幹線道路であるとともに、広域的な道路ネット

ワークを形成する重要な路線である。 

・しかしながら、これまでに一部区間は４車線で整備されているものの、大半は暫定２車線

であることから慢性的な交通渋滞が発生しており、生活道路に交通が流入するなど課題が

生じている。 

・南多摩尾根幹線の沿道では、道路整備と合わせて業務・商業用途への土地利用転換による

にぎわいづくりが検討されることで、地域の魅力が向上し、首都圏のみならず、圏央道や

外環道等を介した、東北、北陸方面からのアクセス性の向上をもたらし、様々な産業の立

地の促進が図られることが期待されている。 

 

 
 

出典：多摩ニュータウン地域再生ガイドライン 

 

図 南多摩尾根幹線と圏央道、リニア中央新幹線神奈川県駅（仮称）の位置関係 
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※さがみロボット産業特区 

・神奈川県を中心に取組が進められている「さがみロボット産業特区」は、生活支援ロボッ

トの実用化・普及を通じて、高齢化社会における介護負担の増加や災害時の捜索など、県

民が直面する課題を解決し、県民生活の安全・安心の実現と地域経済の活性化を図るもの

である。 

・国の特区制度（地域活性化総合特別区域）に基づく規制の特例措置を活用し、相模原市を

含む県内の 10 市２町を同特区として位置付け、生活支援ロボットの実用化や普及を促進

するとともに、関連企業の集積を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

出典：神奈川県ホームページ（一部加工） 

 

図 さがみロボット産業特区の区域と特区を取り巻く環境 

 

 

国際競争力と民需拡大の 

基盤となる神奈川の大動脈  

圏央道 

小田急多摩線の延伸 リニア中央新幹線 
（唐木田方面）
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２．沿線まちづくりの促進 

2.1 多摩市 

○多摩ニュータウンのまちづくりの促進 

・多摩ニュータウンは、東京都西南部の多摩丘陵に位置する、八王子、町田、多摩及び稲

城の４市にわたる総面積 2,853ha の広大な地域であり、多摩センター駅を中心として鉄

道ネットワークが形成されるとともに、都市基盤が高い水準で整備されている。 

・初期入居開始から約 45 年が経過し、少子高齢化や住宅、施設の老朽化など様々な課題が

顕在化しており、「多様な世代が豊かに暮らすことが出来る活力あるまち」の実現を目

指し、再生に向けたまちづくりが始まっている。 

・小田急多摩線延伸線が都県間を南北に結ぶことにより、リニア中央新幹線を活用した国

内外、域内外との拠点間の相互交流が活発となり、大学や企業、先端産業などの集積を

背景として、国内外の優秀な人材が集まり新たなビジネスチャンスが生まれるとともに、

相模総合補給廠一部返還地の新たなまちづくりによる従業人口の定着とアクセス性の向

上が相まって、多摩ニュータウンと相模原方面との新たな人の流動が生まれることで、

豊かな住環境を有する多摩ニュータウンへの人口の定着が進み、多摩ニュータウンのま

ちづくりが促進される。 

・また、既存路線を含めた複数の路線によって多摩ニュータウンと相模原市方面とがつな

がることで、リニア中央新幹線神奈川県駅（仮称）へのアクセス性がさらに向上すると

ともに、災害時等のリダンダンシー（代替経路確保）機能が強化される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




